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１ 本校の教育目標 

 

練馬区教育委員会の管理運営に関する規則および学習指導要領に基づき、教職員の日々の創意と努力、

保護者や地域の支えにより、長年にわたり営々として築かれてきた学校の特色や伝統を生かして、以下の

教育目標の達成を目指すものである。 

一、よく考える人になろう。 

一、進んで行動する人になろう。 

一、責任感の強い人になろう。 

一、豊かな心をもった人になろう。 

 

２ 学校経営ビジョン 

   

「文武両道 大二中だからできる、魅力のある学び」 

目指す学校像  ・「生徒一人一人が輝き、夢や希望をもてる学校」 

目指す生徒像  ・「自らの進路を切り拓き、社会に役立つ人になる」  

目指す教師像  ・「生徒から信頼される教師」・「生徒の力を伸ばせる教師」 

 

３ 経営の基本方針 

 

  （１）よく考える人になるために 

 ア タブレット端末やＩＣＴ機器の正しい使い方を習得させ、学校生活の中で有効な活用方法を

生徒自らが考え、これからの時代を生き抜く能力を身に付けさせる。 

イ 確かな基礎学力を築き、「主体的、対話を重視した深い学び」の実現を図る。 

ウ 「目指す 15 歳の姿」を実現するために大泉南小学校、大泉第二小学校と小中一貫教育の連携、

充実を図る。 

 

（２）進んで行動する人になるために            

ア 進んで奉仕活動に参加する意識を育てるために、道徳教育の充実を図る。 

イ 部活動や学校行事を通して、一人一人が健康づくりに関心をもち、進んで体力の向上や健康

維持に取り組む態度を育てる。 

 

（３）責任感の強い人になるために  

ア 本校の特色である学校行事や特別活動の意義を踏まえて、生徒の個性や能力が発揮できるよ

う、相互に支え合い、高め合う集団づくりを行い、責任感を育てる。 

イ  将来に夢、希望をもって何事にも意欲的に取り組んでいけるよう、様々な体験活動やキャリ

ア・ パスポートを活用してキャリア教育の充実を図る。 

 

（４）豊かな心をもった人になるために 

ア 学校の教育活動全体を通して人権尊重の精神を育み、豊かな心の育成を図る。 

    特に、いじめに対しては、「絶対に許されないこと」として毅然とした態度で臨むとともに、

定期的にアンケートや教育相談活動を実施して、日常的に未然防止に努める。 

イ 校内特別支援委員会、不登校対策委員会を両輪とした組織的な運営により、「おしゃべり

ウィーク」や「だれでもおしゃべり相談」等、一人一人の生徒に目を向けた取組を推進する。

「ほっとルーム」では校内別室指導支援員を活用して別室指導の充実を図り、不登校の生徒

に寄り添った対応をする。 

 



 

 

（５）その他の方針   

ア ICT 機器を活用した教育効果の高い授業実践を通して地域・保護者との信頼と協力関係を深

める。また防災教育をはじめとした地域の力を教育活動全体で活用する。特に保護者に向け

ては sigfy を活用して様々な情報を発信し、開かれた学校づくりを目指す。 

イ 働き方改革においては、環境整備に心がけて充実した教育活動が推進できるように努める。 

 

４ 経営の重点  

 

「生徒を主体にした教育の実践」 

 

 １、落ち着いた学習環境  

２、充実した学校行事  

３、活発な部活動  

４、教職員のチームワークをより強化し、常に学校全体で取り組む体制 

 

「魅力ある学校づくり」 

 

  １、学習面の取組（学力向上のために） 

   ・魅力ある分かりやすい授業の展開 

・自主的・自発的な学習の推進 

・タブレット端末の有効活用 

   ・個に応じた学習指導の取組 

   ・学校体制で取り組む丁寧な進路指導 

   ・英語学習の充実（英語検定の受験の推進と放課後学習、地域未来塾の活用 

    ・学びのススメとｅライブラリーを活用して、家庭学習の定着と評価方法の工夫 

   

２、学校生活での取組 

    ・生徒が活躍できる様々な場面をつくり、生徒一人一人が輝く学校生活の提供 

    ・生徒がわくわくするような、やってみたいと思うような取組の工夫 

    ・生徒が自分自身の得意を見つけられるような取組の推進 

    ・いじめ防止に努め、生徒が安心して送れる学校生活の充実 

    ・「誰でもおしゃべりウィーク」をはじめとする相談活動の推進 

    ・ボランティア活動など地域・家庭と協力した取組の促進 

   

３、大二中の魅力を広く発信する 

    ・保護者会、説明会の充実と工夫 

    ・ホームページの充実と sigfy の組織的活用 

   ・ＰＴＡとの連携強化 

    ・地域の小学校や諸機関との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


